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序 章｜はじめに 

１ 計画の期間と位置付け 
 本計画は、「住生活基本法」（2006 年（平成 18 年）法律第 61 号）第 17 条の規定に基づき、
県民の住生活の安定の確保及び向上の促進を図るため、住宅政策を総合的かつ計画的に推進す
ることを目的に策定します。 
 計画期間は、2021 年度（令和３年度）を初年度とし、2030 年度（令和 12 年度）までの 10 か
年とします。なお、今後の社会情勢の変化及び施策の効果に対する評価を踏まえ、５年経過し
た時点で見直しを行います。 
●静岡県住生活基本計画の位置付け 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

国 静岡県 

住生活基本法 
（2006 年(平成 18 年)６月公布・施行） 

静岡県住生活基本計画 
計画期間：2021 年度（令和３年度）～2030 年度（令和 12 年度） 

連携・整合 

関連計画 

・静岡県まち･ひと･しごと創生総合戦略 
・静岡県地震・津波対策アクションプログラム 2013 
・ふじのくにユニバーサルデザイン推進計画 
・ふじのくに防犯まちづくり行動計画 
・静岡県環境基本計画 
・静岡県地球温暖化対策実行計画 
・静岡県地域福祉支援計画 
・静岡県母子家庭等自立促進計画 
・静岡県ＤＶ防止基本計画 
・静岡県⾧寿者保健福祉計画 
・静岡県障害者計画 
・静岡県森林共生基本計画 

住宅関連計画 
・静岡県高齢者居住安定確保計画 
・静岡県賃貸住宅供給促進計画 
・静岡県マンション管理適正化推進

計画 
・静岡県地域住宅計画 
・県営住宅再生計画 
・静岡県耐震改修促進計画 

静岡県の新ビジョン（総合計画） 
後期アクションプラン 

基本理念 
富国有徳の「美しい“ふじのくに”」づくり 

～東京時代から静岡時代へ～ 
計画期間 
2022 年度(令和４年度)～2025 年度(令和７年度) 

ʷ住まいに関わる施策（抜粋）ʷ 
【政策１】命を守る安全な地域づくり 
（新たなリスクへの備えの強化） 

１-３ 防災・減災対策の強化 
【政策４】環境と経済が両立した社会の形成 
  ４-１ 脱炭素社会の構築 
  ４-２ 循環型社会の構築 
【政策９】多彩なライフスタイルの提案 
  ９-１ 魅力的な生活空間の創出 
  ９-２ 新しい働き方の実践 
  ９-３ 人の流れの呼び込み 

住生活基本計画（全国計画） 
（2006 年(平成 18 年)９月閣議決定） 
（2011 年(平成 23 年)３月改定） 
（2016 年(平成 28 年)３月改定） 
（2021 年(令和 ３年)３月改定） 
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２ 少子高齢化の更なる進展 
〇2020 年（令和２年）から 2030 年（令和 12 年）の 10 年間で、若年人口（0～14 歳）、生産

年齢人口（15～64 歳）はともに減少するが、老年人口（65 歳以上）は大きく増加し、2030
年（令和 12 年）にはおおよそ３人に１人が高齢者になると予測されます。また、後期高齢
者（75 歳以上）も大きく増加すると予測されます。 

〇合計特殊出生率は、2005 年（平成 17 年）に 1.39 で最低を記録し、その後は 1.5 前後で推
移しており、全国より若干高くなっています。 

●年齢３区分別人口の推移と今後の見通し（静岡県） 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：2020 年(令和２年)までは総務省 国勢調査、2025 年(令和７年)以降は国立社会保障･人口問題研究所 将来推
計人口(静岡県：2018 年(平成 30 年)３月推計) 

●出生数と合計特殊出生率の推移（静岡県） 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 人口動態統計 
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３ 家族構成やライフスタイルの多様化 
〇「単身世帯」や「夫婦のみの世帯」、「ひとり親と子どもから成る世帯」が増加し、「夫婦と

子どもから成る世帯」は減少しています。 
〇高齢者の世帯においても「単身世帯」や「夫婦のみの世帯」は増加傾向にあり、2015 年（平

成 27 年）から 2030 年（令和 12 年）にかけて、高齢者の世帯数は約 6.0 万世帯増加すると
推測されています。 

〇家族構成により、住み替えに対する考え方が多様化しています。 
〇高齢期における子どもとの住まい方として、「同居」は減少傾向にあります。 
●世帯構成（一般世帯）の推移と今後の見通し（静岡県） 
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その他の一般世帯（実績値・推計値）  

資料：2020 年(令和２年)までは総務省 国勢調査、2025 年(令和７年)以降は国立社会保障･人口問題研究所 将来
推計人口(静岡県：2018 年(平成 30 年)３月推計) 

 
●高齢者の世帯構成別世帯数の推移と今後の見通し（静岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：2020 年(令和２年)までは総務省 国勢調査、2025 年(令和７年)以降は国立社会保障･人口問題研究所 将来

推計人口(静岡県：2018 年(平成 30 年)３月推計)  
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●現在の住まいに住み続ける意向《家族構成別》（静岡県） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 住生活総合調査（2018 年(平成 30 年)） 

 
●高齢期における子どもとの住まい方（静岡県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 住生活総合調査（2018 年(平成 30 年)） 
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４ 住宅ストック数の推移 
〇2018 年（平成 30 年）現在の住宅ストック数は約 172 万戸で、世帯数約 148 万世帯を上回

っており、量的には充足しています。 
○空き家は年々増加し、2018 年（平成 30 年）は約 28 万戸、空き家率は 16.4％となってい

ます。 
○新築住宅着工件数は 1990 年（平成 2 年）の約 51.7 千戸をピークに減少し、ここ数年は

20,000 戸～25,000 戸前後で推移しています。 
○分譲マンションの供給量は、棟数、戸数ともに 1974 年（昭和 49 年）と 1991 年（平成３

年）の前後が突出しており、リゾートマンションも増えています。1970 年代のマンショ
ンは旧耐震基準かつ建設後 50 年近くが経過し、1990 年代のマンションも建設後 30 年近
くが経過しています。 

●住宅ストック数の推移（静岡県） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省 住宅・土地統計調査 

●空き家の状況（静岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省 住宅・土地統計調査 
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●新築住宅着工件数の推移（全国、静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国土交通省 住宅着工統計 

●分譲マンションストックの供給棟数の推移（静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 住まいづくり課 

●分譲マンションストックの供給戸数の推移（静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 住まいづくり課 
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５ 既存ストックの状況 
〇高齢者のための設備がある住宅の割合は増加傾向にありましたが、2018 年（平成 30 年）は

総数及び持家においてやや減少しています。また、借家においては持家の半数以下となって
います。 

〇⾧期優良住宅認定戸数は、2010 年（平成 22 年）以降 6,000 戸前後で推移しています。着工
数に対する⾧期優良住宅認定戸数の割合は上昇傾向にあり、2020 年（令和 2 年）は 28.4％
となっています。 

〇新設着工住宅戸数に対する住宅性能表示件数は、近年は 6,000 戸台（戸建住宅＋共同住宅）
で推移しています。利用率は、戸建住宅において上昇傾向にあるものの、共同住宅では上昇
傾向は見られません。 

●高齢者のための設備がある住宅の割合（静岡県） 
 
 
 
 
 
 

 

資料：総務省 住宅・土地統計調査 

●⾧期優良住宅の認定戸数（静岡県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会 

●新設着工住宅戸数に対する性能表示制度実施率（静岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会、国土交通省 住宅着工統計 
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６ 住宅費負担の推移 
〇相対的に、住宅ローン返済世帯の消費支出は 2000 年（平成 12 年）以降増減を繰り返し、

2020 年（令和 2 年）には 31.5 万円となっています。住宅ローン返済額/可処分所得は 20％
前後で推移していましたが、近年は減少傾向にあり、2020 年（令和 2 年）には 16.3％とな
っています。 

〇定期借地権制度を活用した住宅供給戸数は、2010 年度（平成 22 年度）以降は毎年増加して
おり、2019 年度（令和元年度）には計 851 戸となっています。 

〇住宅費負担に対する評価は、住宅ローンのある持家では「ぜいたくはできないが何とかやっ
ていける」、「ぜいたくを多少がまんしている」が多く、借家でも「ぜいたくはできないが何
とかやっていける」が 56.1％と多くなっています。 

●住宅ローン返済世帯の消費支出（全国） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：総務省 家計調査 

●定期借地権制度を活用した住宅供給戸数（静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：公益財団法人 日本総合住宅センター 
●住居費負担に対する評価（静岡県） 

 
 
 
 

 

 

 

 

資料：静岡県 住生活総合調査（2018 年(平成 30 年)） 
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７ 住環境に対する意識 
（１）環境問題への関心とまちづくり意識の高まり 
〇県民の約９割が地球温暖化に対し、何らかの不安を感じています。 
〇地域の景観を誇りに思う県民の割合は減少から横ばい傾向にあります。 
〇県内の NPO 法人（特定非営利活動に基づく認証法人）は増加傾向にあり、定款で定めてい

る活動分野は「子どもの健全育成」を図る活動が最も多く、次いで「まちづくりの推進」、
「社会教育の推進」、「保健・医療又は福祉の増進」が多くなっています。 

●地球温暖化に対する県民意識 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 県政インターネットモニターアンケート調査 

 
●景観に関する県民意識（地域の景観を誇りに思う） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 県政世論調査 
 

  

46.2%

47.2%

43.3%

42.5%

9.3%

6.7%

1.0%

1.6%

0.1%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2014(H26)

2020(R2)

非常に不安に感じている ある程度不安を感じている あまり不安を感じていない
全く不安を感じていない わからない

77.0%

72.9%

73.1%

68.4%

71.5%

66.2%

70.7%

70.9%

9.2%

12.9%

13.9%

16.6%

15.1%

16.1%

14.3%

15.5%

10.5%

11.1%

9.8%

12.0%

11.3%

14.0%

10.9%

10.4%

2.3%

1.2%

2.7%

2.0%

1.6%

1.8%

1.8%

2.2%

1.0%

1.8%

0.5%

0.9%

0.4%

1.7%

2.3%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2011(H23)

2012(H24)

2013(H25)

2014(H26)

2015(H27)

2016(H28)

2017(H29)

2018(H30)

思う どちらともいえない 思わない 分からない 無回答



 

 

序 
 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

参
考
資
料 

 

11 

 

●NPO 法人数の推移（全国、静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 県民生活課 

 
●県内 NPO 法人が定款で定めている活動分野 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：静岡県 県民生活課（2021 年（令和３年）９月末日時点） 
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（２）安全・安心への関心の高まり 
〇南海トラフ巨大地震による被害は、東日本大震災を大きく上回ると想定されています。 
〇刑法犯の認知件数は減少傾向にあり、2020 年（令和 2 年）には 15,370 件となっています。

刑法犯の解決率は上昇傾向にあり、2020 年（令和 2 年）には 52.3％となっています。 
●静岡県第４次地震被害想定（参考：東日本大震災、阪神・淡路大震災） 

区 分 南海トラフ巨大地震 
(想定) 

東日本大震災 
（2011 年(平成 23 年)3 月 11 日） 

阪神・淡路大震災 
(1995 年(平成 7 年)1 月 17 日) 

地域の人口 
約 377 万人 約 707 万人 約 547 万人 

・静岡県内 
・2010 年(平成 22 年)10 月 1 日) 

・青森県、岩手県、宮城県、
福島県 

ʷ 

震  度 ７ ７ ７ 

マグニチュード ʷ 9.0 7.3 
津波による 
浸水被害 

約 158 ㎢ 
（浸水深 1 ㎝以上） 

約 561 ㎢ なし 

人 的 被 害 
・死者 
・重傷者 
・軽傷者 

約 18.3 万人 
（死者約 105,000 人) 

※早期避難率低、冬、深夜 

約 2.5 万人 
（死者約 15,894 人) 

約 5 万人 
（死者約 6,400 人) 

物 的 被 害 
・建物被害 大 
・建物被害 中 

約 53 万棟 
※予知なし、冬、夕方、基本

ケース 
約 38 万 8,500 棟 約 24 万 9,000 棟 

津 波 被 害 
あり 

（死者約 96,000 人) 
あり 

（死者約 15,894 人) 
なし 

 

資料：2012 年（平成 24 年）版防災白書、国土地理院（津波による浸水被害）、警察庁（人的被害）等 
静岡県第４次地震被害想定調査（第一次報告）（2013 年（平成 25 年）6 月 27 日） 

●刑法犯の認知件数と解決件数（静岡県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：警察庁 犯罪統計 
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